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球状トカマク TST-2では小型ロゴスキーコイルを
用いた局所電流計測の開発を行っている。ロゴス

キーコイル (RC)では、コイル中心穴を通過した電
流の時間微分を計測できる。特に本手法では、

MSE(Motional  Stark Ef fect )計測や磁気
プローブとは異なり、局所電流の直接計測

ができることが最大の特徴である。非理想

的な RC は、外側を通過する電流が生成する
磁場 (外部磁場 )にも感度を持つ。本研究では、
低ノイズ・小型・多層巻ロゴスキーコイル (F ig .  
1 )の開発を行った。Fig .  1  では、コイル芯に
ケーブルを固定するための溝が加工されてい

る。溝によってコイルの一様性が増し、従来

の方法で製作したコイルに比べて外部磁場感

度を  100  倍小さくすることに成功した。さら
に、ケーブルには撚り線、巻き方には多層巻

を採用し、巻き数の増加・信号強度の増加に

成功した。特に、撚り線によってケーブルの

耐久性が増し、φ 0.12  mm のケーブルを
360 巻きすることに成功した。  
また、開発された RC を用いてオーミック加
熱プラズマの実験を行った。実験では、RC の中心穴を閉じた場合
とそうでない場合を行い、中心穴を閉じた場合に比べ、あけた場合

に大きな信号が観測された。また、コイルの中心穴の向きをトロイ

ダル磁場に対して  0 度・20 度・40 度傾けた、3 パターンの計測
を行った結果、電流が有限のピッチ角に沿って流れている結果を得

た (F ig .  2 )。これらの結果は、電流が測れていることと矛盾しない。  

Fig. 1 ロゴスキーコイル  
内径 12 mm, 
外径 20 mm, 
厚み 12 mm 

Fig.2 磁場のピッチ角と 
RC 信号の時間変化  


